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はじめに（１） 
学校で食育やっていますか？ 

◆皆さんの学校で、食育の実践を 

 行っていますか？ 

 

●皆さんのイメージする食育とはどん
なものでしょうか？ 



食教育の実践事例① 
昔のご飯炊きの小学校への出前授業 



食教育の実践事例②いぐねの学校 
いぐね（屋敷林）で昔の暮らし体験 



食教育の実践事例③ 
いぐねの学校での餅つき体験 



食教育の実践事例④ 
直売市での小学生の販売体験 

 



はじめに（２） 

本日の課題 

１食を巡る問題～子どもたちの食生活の課題 

～現代の食生活と私達の食への関心・健康～ 

２現代食生活が食への関心とスキルを奪う？ 

３なぜ、いま食育なのか？～食の意味＋健康
＋思考力 

４学校教育でできる食育～高校生は自己管理
能力の育成 



1 食をめぐる問題 

食をめぐって、 

 私達はどんな社会に生きている
のでしょうか？ 
 



◆食をめぐる現代社会の特徴 

 

●ボタンを押せば食べ物が出てくる
社会 

●自分で作らなくても、つくりかたを知
らなくても食べ物が食べられる社会 

●食べ物がどのように作られている
のかもわからなくても平気な社会 



食育基本法成立の背景 

①子供たちの栄養失調 

②子どもたちの生活習慣病 

  ・肥満 

③孤食の増加 

④朝食などの欠食 



食への基礎知識や関心が薄れること 

①食べ物の生産プロセスの知識 

②調理能力の低下 

③食べることより他のことに時間
を割く傾向 



２ なぜ？食への関心と知識が後退する
のでしょうか？ 

現代資本主義の食生活のメカニズム 

(内部化～外部化 食生活の商品化） 

①食材・食品の豊かさ 

②周年消費 

③週末購入 

④購入方法の変化:専門店~量販店へ 

⑤外食への依存 



①食が豊かである 

★大量のエネルギー消費・２４ｈ消費・保
存(冷蔵・冷凍） 

●何を食べているかわからない。種類が
多すぎる。選択基準が限定される~日付
け信仰(賞味期限･消費期限） 

●輸入食品 安全安心の確認ができない
。~ブランド信仰(時々裏切られる） 

●うそが本当になる！食の常識不足 

 



②周年消費 

★食の消費拡大（マーケットの巨大化） 

●周年消費 １年中、季節に関係なく食べ物が
購入でき、消費できる感覚。 

●食べ物の旬が見えなくなる＝食べ物が植物
や動物といった生き物からできていることを
忘れてしまう。 

●旬の意味を忘れてしまう！旬=一番元気な時
=栄養価も高い！ 露地ものとハウスものの
違い!! 



③週末購入 

★大量購入・大量消費システム 

●週末購入 毎日購入ではなくなった。生鮮食品を工
業製品のように購入する感覚。 

●週末購入は、生き物の生理リズムを忘れさせてしま
う!!＝ホルスタインのお母さんは毎日生乳をだして
います。しかし、人間が買うのは特売日と週末!! 

 キュウリは旬になると毎日収穫できます。しかし、人
間が買うのは週末!!  なので、いつも仲卸業者さ
んの冷蔵庫にいます。 

 



④購入方式の変化 
～専門店から量販店～ 

★消費の巨大化～食の規格化 

●専門店購入（八百屋、魚屋、肉屋）から量販
店購入へ 情報不足 

●専門店では、会話を通じて食べ物の生産情
報、季節･旬情報や調理･加工法についての
情報がわかりやすく発信され、消費者はそれ
を受信できる。 

●量販店では、限られた情報しか発信していな
い。農畜産物の情報が入りにく苦なる。 



⑤外食･中食への依存 

★食品産業の巨大化(原料・味覚の規格化） 

●外食への依存（加工食品、調理済み食品） 

 調理能力の後退 

●生まれたときから外食･中食で育つと作り方
がわからなくなる。 

●自分が何を食べているのかもわからなくなる 

＊豆腐･黄な粉・おから・かまぼこ 

＊枝豆と大豆 



食への関心と知識の後退メカニズム 

 以上述べてきた、普通の食生活を送っている
と、 

★食べ物が生き物であることと、環境(生態系

の中）で作られているものだということがわか
らなくなってしまう。 

★また、どのように食品が製造されているかも
、調理されているのかもわからなくなってしま
う。 



どうして、こうなるのか？ 

①便利で簡単で美味しい、飽食の時代の強さ 

②食の基礎力を伝えてきた世代、昭和1桁以前

世代が次の世代への食に関する知識の後継
を弱めてしまった。 

③ベビーブーム世代も食の後継者作りに無関
心～『食べ物のことは、大人になれば自然と
身に着くよ!!』 



３なぜ?食育が大切なのか？ 

 ①持続可能な社会の担い手 

 ②現代の食生活の改善 

 ③日本型食生活の危機 

 ④食育で育む力とは？ 

 ⑤食育を意図的に行う！ 

 



①持続可能な社会の担い手 
 

 

●持続可能な社会の担い手(生きられる食生活のでき
る人間）基礎的な学び～新学習指導要領前文～ 

●食に関する基礎知識･関心をきちんと伝える 

 

●食のつながり(食と健康のつながり、食と生産・流通
・消費・廃棄のつながり、食と環境のつながり) 

  を理解する。 

         ◆つながりの思考力 

   (食教育はつながり理解学習に効果的な分野)  



新学習指導要領 前文 

   これからの学校には、こうした教育の目的及び目
標の達成を目指しつつ、一人一人の児童が、自分
のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者
を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働
しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生
を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることが
できるようにすることが求められる。このために必要
な教育の在り方具体化するのが、各学校において
教育の内容等を組織的かつ計画的に組み立てた教
育課程である。 



②現代の食生活の改善 

●子供たちの健康問題~子どもたちの成人病~生活習
慣病が生まれている。 

●食への関心と知識は、人間の成長とともに自然に
身についていく。◆現代生活では、この常識は非常
識!!◆現代の食生活を普通に暮らせば、食への関
心と知識は確実に後退する。 

●食べることの意味が継承されていない･食の後継者
が育たない～後継世代の断絶 

 食料不足を知っている世代が飽食文化に負けた!! 

 



③日本型食生活の危機！ 

和食がユネスコの世界文化遺産に登録！ 

その背景(フランスの美食の例） 

 「美食の基本は作ることにあるが、家庭で多くの人が
調理に時間をかけなくなった。子供たちはフアストフ
ードを中心に脂肪と糖分まみれの食生活を送ってい
る。これでは味覚が鍛えられるわけがない。これで
は味覚が鍛えられるわけがない。放っておけば、美
食の伝統というフランスの宝が失われてしまうという
危機感があり、無形文化遺産に登録して保護するこ
とを思いついた。」ジャンロール・ピット氏 



④食教育で育む力とは？ 

①食べ物ができるまでの過程やしくみがわかる 

  食の生産~流通~消費~廃棄~生産 

②食べ物が食生活、健康、生産･流通･販売、
環境･生態系とつながっている。 

~私達の食べ方が、地域や地球の環境を変え
てしまう!!～ 

③食べ物が生き物であり、たくさんの人の力で
作られ届けられていること。 

 ～頂きます。！ご馳走様の意味を理解する。 



⑤食教育を意図的に行う。 
食に関する知識や関心は自然に身に付かないので! 

●家庭～食事を作る。（時々手作り！） 

●学校～学校給食を食育の機会に！ 

     ～食育の授業・総合的学習・教科学習 

     ～出前授業：NPOの出前授業 

●地域社会 

    ～農産物直売所 

    ～食に関するイベント・料理教室 

 



４ 学校で、できる食教育 

① 栄養教育 

② 学校給食 

③ 総合的な学習 

   ~体験学習・栽培学習 



◎学校給食は食教育の柱 
学校給食が育む力!! 

①いろいろなものを食べる 

②みんなで食べる 

③食べものの旬･生育リズムを知る 

④食べものの素性を知る 

⑤調理・加工･保存の技を知る 

⑥食べものと健康とのつながりを知る 

 



 

 

ご静聴ありがとうございました。 


